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住宅取得支援

WEBハザードマップ構築業務 温暖化対策推進事業

除雪機械格納庫建設事業

　町内に定住する意思がある若者や子育
て世代の住宅取得を対象とし、令和５年
度は、新築21件、中古６件へ補助金を交
付。

　災害・危機に強いまちづくりを目指し、
防災対策の充実を図るため、ハザード
マップのＷｅｂ版を整備。

　カーボンニュートラル推進協議会を立
ち上げ、「三種町地域脱炭素実行計画」
を策定。

　除雪対策の充実を図るため、山本地域
拠点センター敷地内に除雪機械13台を格
納できる格納庫を整備。

豊かな未来のために!!

事業費 2580万円

事業費 282万2千円 事業費 1118万１千円

1億9877万円事業費

令和５年度決算
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❖
水
道
事
業
会
計
決
算

　

山
本
地
域
の
年※１間
有
収
率

（
Ｐ
５
解
説
）
は
61
・
７
％
で

あ
り
、
浄
水
場
か
ら
水
道
管
に

送
っ
た
水
の
う
ち
、
お
よ
そ
３

分
の
１
相
当
分
が
家
庭
や
事
業

所
な
ど
の
蛇
口
ま
で
届
い
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
法
定
耐
用

年
数
を
経
過
し
た
管
路
が
な
い

に
し
て
も
、
最
大
の
要
因
は
漏

水
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
そ
の
防
止
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

❖
下
水
道
事
業
会
計
決
算

　

大
又
処
理
場
の
年※２間
有
収
率

（
Ｐ
５
解
説
）
が
60
・
６
％
（
前

年
度
99
・
０
％
）
ま
で
急
激
に

低
下
し
、
使
用
料
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
不
明
水
の
処
理
量

が
増
大
し
て
い
る
。
不
明
水
が

も
た
ら
す
リ
ス
ク
と
し
て
、
経

営
負
担
の
増
大
等
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
特
定
調

査
・
防
止
対
策
に
よ
り
施
設
管

理
の
適
正
化
を
図
ら
れ
た
い
。

一般会計歳入歳出 認定 介護サービス事業勘定特別会計歳入歳出 認定

国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出 認定 温泉事業特別会計歳入歳出 認定

後期高齢者医療特別会計歳入歳出 認定 水道事業会計 認定

介護保険事業勘定特別会計歳入歳出 認定 下水道事業会計 認定

付
帯
意
見

三種町各会計決算総括表
会　計　名

調定額
①

収入済額
②

支出済額
③

差引額
②－③

不納欠損額
④

収入未済額
①－②－④

一 般 会 計 116億964万5千円 114億9,596万円 109億9,508万6千円 5億87万3千円 1,714万3千円 9,663万7千円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業勘定 21億3,544万9千円 21億595万5千円 20億9,897万6千円 697万8千円 307万1千円 2,671万5千円

後 期高齢者医療 ２億3,649万1千円 2億3,612万3千円 ２億3,544万2千円 68万1千円 600円 71万5千円

介護保険事業勘定 29億4,587万円 29億4,166万4千円 28億3,292万2千円 1億874万1千円 124万9千円 353万7千円

介護サービス事業勘定 1,221万7千円 1,221万7千円 1,068万7千円 152万9千円 ０円 ０円

温 泉 事 業 4,846万4千円 2,839万2千円 2,393万8千円 445万3千円 ０円 2,007万1千円

小 　 　 　 計 53億7,849万4千円 53億2,435万3千円 52億196万8千円 1億2,238万5千円 432万1千円 5,104万円

合　　計 169億8,813万9千円 168億2,031万4千円 161億9,705万4千円 ６億2,325万9千円 2,146万5千円 １億4,767万7千円

水道事業
収益的収支 2億8,654万5千円 2億5,498万9千円 2億7,664万9千円 △	 2,166万円 0円 3,155万6千円

資本的収支 4,560万1千円 3,847万5千円 1億382万円 △	 6,534万5千円 0円 712万5千円

下水道事業
収益的収支 5億7,951万1千円 5億6,122万7千円 5億6,841万円 △	 718万3千円 0円 1,828万4千円

資本的収支 3億5,846万9千円 3億5,846万9千円 5億7,995万円 △	2億2,148万1千円 0円 0円

※金額の整合性に欠けるのは、千円未満の切り捨て処理によるものである。

令和５年度決算議案一覧

◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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み
た
ね
会
議

問　
み
た
ね
会
議
講
師
謝

礼
に
つ
い
て
、
そ
の
ね
ら

い
は
。

答　
町
内
で
活
動
し
て
い

る
人
材
の
発
掘
を
行
い
、

そ
の
参
加
者
同
士
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
、
最
終
的

に
は
起
業
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会
審
査

　
令
和
５
年
度
決
算
は
、
全
議
員
（
15
人
）
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別

委
員
会
（
委
員
長
・
平
賀
真
、
副
委
員
長
・
堺
谷
直
樹
）
に
付
託
さ
れ
、

９
月
３
日
、
４
日
、
10
日
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
会
で
の
賛
否
が
分
か
れ
た
採
決
結
果
に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参加者の交流による町内での起業を期待

医療費削減の効果は

ク
ア
オ
ル
ト

問　
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
の

効
果
の
検
証
は
。

答　
平
成
27
年
度
か
ら
医

療
費
の
削
減
を
１
番
の
目

的
と
し
て
事
業
を
続
け
て

き
た
。

　

本
町
の
医
療
費
削
減
効

果
の
把
握
は
困
難
で
あ

る
。

　

日
本
ク
ア
オ
ル
ト
協
会

に
は
、
令
和
５
年
度
時
点

で
８
自
治
体
加
盟
し
て
お

り
、
山
形
県
上
山
市
が
ク

ア
オ
ル
ト
に
年
間
５
回
以

上
参
加
し
て
い
る
方
の
年

間
総
医
療
費
の
平
均
値
が

１
万
３
５
９
１
円
削
減
さ

れ
た
こ
と
を
公
表
し
、
本

町
で
も
同
等
の
効
果
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

主
食
用
水
稲
種
子

購
入

問　
主
食
用
水
稲
種
子
購

入
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
種
子
と
は
「
あ
き
た

こ
ま
ち
」
の
こ
と
か
。

答　
品
種
問
わ
ず
、
主
食

用
と
し
て
販
売
さ
れ
た
全

て
の
種
子
が
対
象
で
あ
る
。
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賛否の分かれた
採決結果

結
　
　
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

畠
　
山
　
勝
　
巳

三
　
浦
　
　
　
敦

高
　
橋
　
　
　
満

平
　
賀
　
　
　
真

成
　
田
　
光
　
一

遠
　
藤
　
勝
　
昭

児
　
玉
　
儀
　
広

森
　
山
　
大
　
輔

伊
　
藤
　
千
　
作

清
　
水
　
欣
　
也

荒
　
谷
　
要
　
伸

三
　
村
　
　
　
眞

小
　
澤
　
高
　
道

堺
　
谷
　
直
　
樹

一　般　会　計 認定 ● ○ ○ 委 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険事業勘定特別会計 認定 ○ ○ ○ 委 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席　除…除斥　委…委員長（採決に加わりません）

森
岳
温
泉
活
性
化

問　
森
岳
温
泉
街
活
性
化

事
業
に
つ
い
て
、
不
用
額

が
多
く
な
い
か
。

答　
森
岳
温
泉
活
性
化
イ

水※
１
道
有
収
率

問　
山
本
地
域
の
有
収
率

が
令
和
３
年
度
か
ら
大
幅

に
低
下
し
て
い
る
こ
と
に

関
連
し
、
河
川
の
氾
濫
な

ど
に
よ
る
汚
れ
の
洗
浄
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
、
消

火
栓
は
解
放
し
て
い
る
の

か
。

答　
山
本
地
域
で
は
、
消

火
栓
を
使
用
し
、
大
雨
に

よ
る
汚
れ
の
洗
浄
や
、
消

防
団
の
放
水
練
習
で
一
時

的
に
多
く
の
水
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
が
、
消
火
栓
に
は
メ
ー

タ
ー
が
付
い
て
お
ら
ず
、

計
測
が
で
き
な
い
た
め
、

正
確
な
使
用
量
を
把
握
で

き
て
い
な
い
。

青
春
館

問　
青
春
館
の
利
用
頻
度

の
低
下
に
伴
う
運
営
方
法

の
検
討
は
。

温泉街のイルミネーション事業

ベ
ン
ト
事
業
（
観
光
マ
ッ

プ
制
作
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
事
業
な
ど
）
に
対

す
る
補
助
金
の
支
出
は

あ
っ
た
が
、
森
岳
温
泉
街

店
舗
開
業
支
援
事
業
補
助

金
（
２
件
分
）
に
つ
い
て

は
、
申
請
が
な
か
っ
た
た

め
で
あ
る
。

答　
夜
間
は
特
に
利
用
頻

度
が
少
な
い
た
め
、
管
理

人
の
常
駐
が
必
要
か
検
討

中
で
あ
る
。

　

会
議
室
に
つ
い
て
は
、

無
料
貸
出
の
可
否
や
、
冷

暖
房
設
備
を
利
用
で
き
る

よ
う
修
理
す
る
必
要
が
あ

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
も
、
活
用
方
法

を
検
討
し
た
い
。

※�

１　
浄
水
場
や
配
水

場
か
ら
送
り
出
し
た

水
（
配
水
量
）
の
う

ち
、
水
道
管
を
と
お

り
蛇
口
か
ら
出
て
使

用
料
徴
収
の
対
象
と

な
る
水（
有
収
水
量
）

の
割
合
で
す
。

※�
２　
処
理
し
た
汚
水

の
う
ち
、
使
用
料
徴

収
の
対
象
と
な
る
有

収
水
量
の
割
合
で

す
。

　

�　
有
収
率
は
、
数
値

が
高
い
ほ
ど
効
率
的

で
す
。

教
え
て

み
た
子
さ
ん

三種町議会だより　第75号5



３５７万５千円

▶ため池埋め立て調査・設計業務

大曲地区の２ヶ所のため池の埋め立ての
ため調査・設計。

９１９万円

▶農地農業用施設災害復旧事業

７月の大雨被害の復旧事業。

７０３万４千円

▶琴丘総合体育館屋根防水改修工事

車寄せ屋根部分の改修。

ピックアップ9月補正
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せ
い
ぶ
館

問　
遊
具
の
撤
去
は
、
老

朽
化
に
よ
る
も
の
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

今後の利用者が見込めないため撤去へ

問　
最
低
限
必
要
と
な
る

遊
具
は
新
設
す
る
べ
き
で

は
。

答　
自
治
会
か
ら
今
後
の

遊
具
の
利
用
者
が
見
込
め

な
い
た
め
、
撤
去
の
相
談

が
あ
り
、
新
設
は
不
要
と

考
え
て
い
る
。

防
火
貯
水
槽

問　
防
火
貯
水
槽
設
置
の

設
計
予
算
は
。

答　
外
岡
地
区
に
あ
る
貯

水
槽
を
更
新
す
る
も
の
で

あ
り
、
撤
去
・
新
設
、
地

質
調
査
と
基
準
点
測
量
に

か
か
る
費
用
を
計
上
し
て

い
る
。　

　

な
お
、
貯
水
槽
の
容
量

は
40
㎥
で
あ
る
。

浜
口
地
区
館

問　
エ
ア
コ
ン
設
置
の
詳

細
は
。

答　
三
種
た
つ
の
こ
保
育

園
か
ら
、
浜
口
保
育
園
で

使
用
し
て
い
た
エ
ア
コ
ン

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

た
め
、
浜
口
地
区
館
の
日

本
間
へ
設
置
す
る
。

山
本
中
学
校

問　
山
本
中
の
敷
地
が
遺

物
包
含
地
・
関
ノ
台
遺
跡

と
し
て
指
定
さ
れ
た
時
期

は
。

答　
当
時
の
資
料
が
非
常

に
少
な
く
、
現
段
階
で
判

断
で
き
る
の
は
、
県
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
に

よ
り
、
山
本
中
建
設
時
に

敷
地
全
体
が
指
定
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　
遺
物
・
遺
構
の
詳
細

は
。

答　
統
合
中
の
建
設
に
あ

た
り
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
文
化
財
保
護
法
に
基
づ

い
て
、
校
舎
建
設
地
か
ら

多
目
的
広
場
建
設
地
ま
で

を
順
次
調
査
し
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
相
撲
場
を
試
掘

し
た
と
こ
ろ
、
平
安
時
代

の
も
の
と
み
ら
れ
る
柱
の

跡
と
遺
物
１
点
（
砥
石
）

が
確
認
さ
れ
た
。

問　
遺
物
を
保
存
す
る
可

能
性
は
。

答　
県
の
文
化
財
保
護
室

と
協
議
し
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
か
ら
相
撲
場
に
か
け
て

記
録
整
理
の
み
を
行
い
、

保
存
は
行
わ
な
い
。

問　
工
事
へ
の
影
響
は
。

答　
発
掘
調
査
期
間
は
、

約
１
カ
月
を
予
定
し
て
い

る
が
、
工
期
全
体
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
施

工
業
者
と
調
整
を
図
り
た

い
。

発掘現場であるテニスコート・相撲場付近

一
般
会
計
補
正
予
算

発見された砥石
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問　
納
税
の
負
担
が
大
き

い
が
、
財
政
運
営
管
理
状

況
を
町
長
は
ど
う
見
て
い

る
か
。

答　
増
税
に
つ
い
て
、
負

担
を
か
け
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
国
保

は
厳
し
い
運
営
が
続
き
、

問　
山
本
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
理
由
は
。

答　
総
合
的
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
い
う
設
置

目
的
が
あ
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
管
理
に
つ
い
て
も

地
域
の
方
々
に
お
願
い
す

る
の
が
最
適
と
考
え
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

三
種
町
国
民
健
康
保
険
勘
定

特
別
会
計
補
正
予
算

三
種
町
山
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

会
計
維
持
の
た
め
見
直
し

が
必
要
な
状
況
で
あ
っ

た
。

　

今
後
も
長
期
的
な
運
営

を
見
据
え
、
納
税
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
も
一
定

の
基
金
は
確
保
し
た
う
え

で
運
営
し
た
い
。

進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
み
ら
い
創
造
プ

ラ
ン
に
掲
げ
る
行
政
の
経

費
削
減
の
た
め
の
指
定
管

理
に
つ
い
て
は
、
経
済
面

と
地
域
性
を
総
合
的
に
検

討
し
た
う
え
で
進
め
て
い

く
。

諮　　問 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意

予算補正

令和６年度三種町一般会計予算の補正について 原案可決
令和６年度三種町国民健康保険事業勘定特別会計予算の補正について 原案可決
令和６年度三種町後期高齢者医療特別会計予算の補正について 原案可決
令和６年度三種町介護保険事業勘定特別会計予算の補正について 原案可決
令和６年度三種町介護保険サービス事業勘定特別会計予算の補正について 原案可決
令和６年度三種町温泉事業特別会計予算の補正について 原案可決

条　　例

三種町山本コミュニティセンター設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決
三種町立保育園設置条例の一部改正について 原案可決
三種町国民健康保険条例の一部改正について 原案可決
三種町議会会議規則の一部改正について 原案可決

単　　行 工事請負契約の一部変更について（農地農業用施設災害復旧事業12－103号ほか工事） 原案可決
秋田県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 原案可決

陳　　情 地方財政の充実・強化を求める意見書提出に関する陳情 採　　択

報　　告 令和５年度三種町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

９月定例会で審議された議案

賛否の分かれた
採決結果

結
　
　
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
畠
　
山
　
勝
　
巳

三
　
浦
　
　
　
敦

高
　
橋
　
　
　
満

平
　
賀
　
　
　
真

成
　
田
　
光
　
一

遠
　
藤
　
勝
　
昭

児
　
玉
　
儀
　
広

森
　
山
　
大
　
輔

伊
　
藤
　
千
　
作

清
　
水
　
欣
　
也

荒
　
谷
　
要
　
伸

三
　
村
　
　
　
眞

小
　
澤
　
高
　
道

堺
　
谷
　
直
　
樹

加
　
藤
　
彦
次
郎

三種町国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 議

○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席　除…除斥　議…議長（採決に加わりません）
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５議員が登壇
９項目を質ただす

一般質問

一般質問とは、年４回の議会定例会において行われます。
議題とは関係なく、議員が町政全般にわたって執行機関に対し、施策の状況や方針などに
ついて説明や報告を求めるものです。
通告制が採用されており、通告（質問の届出）は、議員個人の判断によります。

一般質問は９月11日に行われました。

質　問　者

P10	 平賀　　真	議員	 ⃝空家適正管理条例の周知と執行状況を問う

P11	 森山　大輔	議員	 ⃝�移住定住への取り組み状況について
� � ⃝�オープンデータおよび情報開示への取り組み状況

について
� � ⃝�みっしゅ入館者の更なるニーズへの対応について

P12	 三村　　眞	議員	 ⃝放課後児童クラブと放課後等デイサービスについて

P13	 畠山　勝巳	議員	 ⃝�森岳温泉活性化について
� � ⃝�敬老交流会での祝品及び交流事業について

P14	 伊藤　千作	議員	 ⃝�マイナ保険証、現行の保険証はどうなるのか
� � ⃝�三種町でも原爆写真展を開催したらどうか

※●印の質問については、誌面の都合上掲載できなかったものです。
　おって町ホームページに会議録を掲載しますので、そちらをご覧ください。
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平
ひら

賀
が

　　真
まこと

	議員

空き家が適正に管理されているか

管理不全同等の空き家が41件答

問

問　
近
年
、
町
内
で
も
空

き
家
が
増
加
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
空
き
家

が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

る
か
現
状
を
伺
う
。

　
現
在
、
町
で
把
握
し
て

い
る
空
き
家
は
何
件
あ
る

の
か
。
特
定
空
き
家
、
管

理
不
全
空
き
家
の
件
数

は
。

　
ま
た
、
所
有
者
、
管
理

者
が
不
明
な
空
き
家
が
存

在
す
る
の
か
伺
う
。

町
長　

空
き
家
の
問
題

は
、
令
和
６
年
３
月
に
空

家
等
対
策
計
画
を
策
定

し
、
併
せ
て
空
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
の

改
正
を
行
い
運
用
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
空
家
等
対
策

計
画
を
推
進
す
る
た
め
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
空
き

家
と
所
有
者
な
ど
の
調
査

並
び
に
空
き
家
な
ど
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

空
き
家
の
件
数
は
、
令

和
４
年
度
末
で
４
８
８
件
、

そ
の
内
、
特
定
空
き
家
、

管
理
保
全
空
き
家
に
認
定

し
て
い
る
空
き
家
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
５
年
度
末
ま

で
に
危
険
度
３
以
上
と
判

断
さ
れ
、
管
理
不
全
空
き

家
と
同
等
と
判
断
さ
れ
る

空
き
家
は
41
件
、
所
有
者
、

管
理
者
が
不
明
な
空
き
家

は
３
件
あ
る
。

問　
空
き
家
の
管
理
保
全

が
不
適
切
で
、
近
隣
住
民

か
ら
相
談
や
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
、
町
で
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

　
空
き
家
の
敷
地
外
に
伸

び
た
樹
木
の
枝
、
竹
な
ど

に
よ
り
通
行
車
両
、
近
隣

に
被
害
が
発
生
し
た
場

合
、
町
の
指
導
、
勧
告
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長
　
苦
情
や
相
談
が
寄

せ
ら
れ
た
場
合
、
現
地
を

調
査
し
、
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
規
則
に
基
づ
き
所
有

者
に
対
し
情
報
提
供
、
助

言
書
を
送
付
し
適
正
管
理

を
速
や
か
に
行
う
よ
う
通

知
し
て
い
る
。

　

敷
地
外
に
伸
び
た
樹
木

の
枝
な
ど
も
同
様
に
助
言

書
を
送
付
し
、
速
や
か
に

対
応
す
る
よ
う
に
促
し
て

い
る
。

問　
所
有
者
が
遠
方
に
在

住
し
、
現
状
、
管
理
不
可

能
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

町
内
在
住
の
親
族
な
ど
に

管
理
委
託
で
き
な
い
も
の

か
伺
う
。

町
長
　
所
有
者
が
管
理
で

き
な
い
場
合
は
、
近
隣
に

住
む
親
族
な
ど
に
管
理
委

託
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、

引
き
続
き
情
報
提
供
し
て

い
く
。

課
長
等
　
危
険
度
３
以
上

の
空
き
家
で
所
有
者
が
死

亡
、
町
外
在
住
が
26
件
あ

り
、
連
絡
を
取
っ
て
も
対

応
が
で
き
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

近
隣
に
危
険
が
及
ぶ
場

合
は
、
消
防
署
と
一
緒
に

応
急
処
置
を
行
い
、
害
獣

な
ど
が
侵
入
し
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
。

問　
空
き
家
の
近
隣
住
民

が
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
広
報
な
ど
で
条
例

の
周
知
に
努
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

課
長
等
　
空
き
家
は
相
続

な
ど
に
よ
り
、
誰
し
も
が

所
有
者
に
な
り
う
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
な
ど
で
意
識
啓
発

を
図
っ
て
い
く
。

所有者不明で適正管理が行われていない空き家
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利用者向けサービスの充実を

森
もりやま

山　大
だいすけ

輔	議員

※�　
許
可
さ
れ
た
ル
ー

ル
の
範
囲
の
中
で
目

的
を
問
わ
ず
に
誰
で

も
無
料
で
自
由
に
複

製
・
加
工
や
頒
布
な

ど
が
で
き
る
デ
ー
タ

の
こ
と
で
す
。

　

�　
「
人
口
統
計
」
や

「
公
共
施
設
の
場
所
」

な
ど
様
々
な
公
共

デ
ー
タ
が
含
ま
れ
ま

す
。

教
え
て

み
た
子
さ
ん

問　
移
住
定
住
の
取
り
組

み
状
況
は
。

町
長　
移
住
定
住
か
ら
若

者
定
住
・
関
係
人
口
へ
と
、

令
和
３
年
度
に
方
針
を
見

直
し
た
。
移
住
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
状
況
に
応

じ
対
応
す
る
。

問　
定
住
住
宅
確
保
の
取

り
組
み
状
況
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
に
至
ら
な
か
っ
た

物
件
に
つ
い
て
、
専
門
業

者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
制
度
を
見

直
し
た
。
入
居
要
件
を
緩

和
し
た
独
自
の
町
営
住
宅

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

る
。

問　
確
保
す
る
住
宅
の
戸

数
や
整
備
時
期
な
ど
は
。

課
長
等　
具
体
的
な
計
画

は
な
い
が
、
あ
ま
り
時
間

を
か
け
ず
に
進
め
た
い
。

問　
移
住
体
験
制
度
が
あ

れ
ば
希
望
者
を
紹
介
し
や

す
い
と
聞
く
が
、
制
度
を

再
度
設
け
る
考
え
は
。

課
長
等　
制
度
は
な
い
が
、

相
談
に
は
前
向
き
に
応
じ

て
い
る
。

予
算
書
・
決
算
書
の

公
開
を
検
討
し
た
い

問　
オ※

ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

公
開
範
囲
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

課
長
等　
職
員
の
研
修
を

行
い
、
各
課
が
公
開
で
き

る
体
制
を
今
後
整
備
す

る
。

定
住
住
宅
確
保
の
取
り
組
み
状
況
は

具
体
的
な
計
画
づ
く
り
を
進
め
た
い

答 問

問　
予
算
書
・
決
算
書
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
考
え
は
。

課
長
等　
議
会
と
相
談
し

な
が
ら
、
公
開
す
る
方
向

で
検
討
し
た
い
。

問　
行
政
へ
の
住
民
の
理

解
に
は
検
討
過
程
の
開
示

が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
会
議
録
の
開
示
を
進

め
る
考
え
は
。

課
長
等　
情
報
提
供
は
非

常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
お

り
、
今
後
の
進
め
方
を
検

討
し
た
い
。
情
報
提
供
だ

け
で
は
な
く
、
委
員
の
公

募
な
ど
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

み
っ
し
ゅ
利
用
者
向

け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
検
討
し
た
い

問　
み
っ
し
ゅ
利
用
者
が

三
種
町
に
住
む
こ
と
を
希

望
し
た
場
合
の
対
応
は
。

課
長
等　
ほ
か
の
移
住
希

望
者
と
同
様
に
相
談
を
受

け
た
い
。

問　
み
っ
し
ゅ
の
利
用
者

向
け
に
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
考
え
は
。

町
長　
関
係
人
口
の
入
り

口
と
し
て
も
、
み
っ
し
ゅ

の
果
た
す
役
割
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

官
民
連
携
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。
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苦情・記録の捉え方に甘さあり

反省し今後改善していきたい答

問

問　
放※

課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は
把
握
し

て
い
る
の
か
。

町
長
　
子
ど
も
の
心
身
状

態
や
発
達
状
況
、
保
護
者

の
意
向
な
ど
は
把
握
し
て

い
る
が
、
ニ
ー
ズ
ま
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
本
町
と
し
て
も
、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
開
設
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
き
た
の
か
。

課
長
等
　
課
内
で
の
検
討

の
ほ
か
、
開
設
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
発
達
に
問
題

を
抱
え
た
児
童
の
受
入
れ

や
対
応
は
十
分
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
発
達
に
問
題
を
抱

え
た
児
童
も
可
能
な
限
り

受
入
れ
、
状
況
に
配
慮
し

な
が
ら
支
援
し
て
い
る
。

　

町
内
の
社
会
福
祉
法
人

に
お
い
て
、
令
和
６
年
11

月
を
め
ど
に
八
竜
地
域
で

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
開
設
す
る
予
定

で
あ
る
。
開
設
後
は
十
分

な
連
携
を
図
り
、
適
切
な

育
成
支
援
と
協
力
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

問　
発
達
支
援
と
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
と
の
関
わ

り
は
。

課
長
等　
児
童
発
達
支
援

の
一
環
と
し
て
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

と
連
携
し
た
対
応
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
関
す
る
苦
情
件
数
は
。

町
長　
重
要
な
案
件
に
つ

い
て
は
担
当
者
が
苦
情
処

理
簿
を
作
成
し
て
い
る

が
、
軽
微
な
苦
情
な
ど
は

記
録
し
て
い
な
い
た
め
、

す
べ
て
の
苦
情
件
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
関
す
る
苦
情
処
理
に
関

わ
る
管
理
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
軽
微
な
も
の
や
、

そ
の
場
で
速
や
か
に
処
理

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
案

件
に
つ
い
て
は
、
児
童
支

援
員
の
判
断
で
対
応
し
て

い
る
。
福
祉
課
や
支
所
、

児
童
支
援
員
が
連
携
し
て

解
決
に
努
め
て
い
る
。

問　
軽
微
な
苦
情
、
記
録

に
対
す
る
捉
え
方
に
甘
さ

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

課
長
等
　
苦
情
解
決
の
記

録
、
報
告
の
仕
組
み
が
整

備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

児
童
支
援
員
な
ど
に
対
す

る
配
慮
が
十
分
に
行
き

渡
っ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
反
省
し
今
後
改
善
し

て
い
き
た
い
。

放課後児童クラブの管理体制は

三
み

村
むら

　　眞
まき

	議員

※�　
支
援
を
必
要
と
す

る
障
害
の
あ
る
子
ど

も
（
幼
稚
園
児
・
大

学
生
を
除
く
）
に
対

し
、
学
校
や
家
庭
と

は
異
な
る
時
間
・
空

間
、
人
、
体
験
を
通

じ
、
個
々
の
状
況
に

応
じ
た
発
達
支
援
を

行
い
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
の
保
障
と

完
全
な
育
成
を
図
り

ま
す
。

教
え
て

み
た
子
さ
ん
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畠
はたけ

山
やま

　勝
かつ

巳
み

	議員

問　
令
和
４
年
、
町
監
査

委
員
会
か
ら
森
岳
温
泉
の

活
性
化
に
つ
い
て
「
意
見

書
」
が
提
出
さ
れ
た
。
こ

れ
を
ど
う
認
識
し
た
か
。

町
長
　
地
区
組
織
が
再
構

築
さ
れ
、
桜
ま
つ
り
、
森

岳
温
泉
夏
ま
つ
り
、
冬
ま

つ
り
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。

今
後
も
地
元
が
主
体
と

な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
、支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
元
に
地
域
組
織
が

で
き
、
私
も
何
回
か
参
加

し
た
が
、
展
望
が
見
え
て

い
な
い
と
感
じ
た
。
意
見

書
が
出
て
か
ら
、
す
で
に

２
年
過
ぎ
た
が
、
本
格
的

な
事
業
推
進
に
は
着
手
で

き
て
は
い
な
い
と
思
う
の

だ
が
。

町
長
　
活
性
化
は
私
の
公

約
で
も
あ
る
の
で
事
業
展

開
は
し
て
い
る
。
抜
本
的

な
部
分
は
目
に
見
え
る
形

で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
は
重
々
承
知

し
て
い
る
。
あ
と
、
地
域

と
の
連
携
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

問　
選
挙
公
約
で
も
あ
る

こ
と
が
、
６
年
た
っ
て
も

本
格
的
に
着
手
し
て
い
な

い
。
そ
の
方
向
性
を
出
す

必
要
は
な
い
か
。

町
長
　
公
約
で
あ
る
の

で
、
是
非
実
現
し
た
い
と

い
う
思
い
は
変
わ
ら
な

い
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た

財
政
状
況
で
あ
る
し
、
慎

重
な
検
討
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

問　
確
か
に
財
政
的
に
難

し
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か

る
が
、
こ
れ
は
、
町
長
の

公
約
で
あ
り
、
最
優
先
課

題
で
は
な
い
か
。

町
長　
公
約
だ
と
し
て
も

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
時
期
的
に
も
明
確
に

示
せ
る
段
階
で
は
な
い
。

問　
森
岳
温
泉
の
特
徴
と

し
て
、
温
泉
も
あ
る
、
病

森
岳
温
泉
の
活
性
化
を
ど
う
す
る
か

公
約
だ
が
慎
重
な
判
断
を
す
る

答 問

院
も
あ
る
、
ゴ
ル
フ
場
も

あ
る
。
プ
ラ
ン
は
作
り
や

す
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

近
年
の
状
況
か

ら
、
個
人
客
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
取
り
組
み
た

い
。
じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
採

り
体
験
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

な
ど
と
商
工
会
青
年
部
と

連
携
し
た
事
業
を
行
い
、

成
果
を
得
た
。

問　
そ
れ
は
一
過
性
の
事

業
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ま

と
め
て
方
向
性
を
示
す
の

が
、町
長
の
仕
事
で
あ
る
。

衰
退
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
そ
れ
を
克
服
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
、
三
種
町
の

発
展
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長　
確
か
に
人
を
呼
び

込
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
あ

る
。
し
か
し
、
受
け
入
れ

体
制
が
脆
弱
で
あ
る
。

令和６年夏に開催された森岳温泉郷初のビアガーデン
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被爆80年の節目に写真展開催を

三種町で原爆写真展の開催を

令和６年度の開催に向けて検討答

問

問　
広
島
県
と
長
崎
県
に

人
類
史
上
初
め
て
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
、
21
万
人

も
の
命
が
奪
わ
れ
て
か
ら

79
年
と
な
り
、
令
和
７
年

に
は
被
爆
80
年
と
な
る
。

被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
、

85
歳
を
超
え
、
生
き
て
い

る
間
に
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
実
現
を
と
の
願
い
に

応
じ
る
た
め
に
も
新
た
な

決
意
で
奮
闘
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス

チ
ナ
・
ガ
ザ
の
悲
惨
な
戦

争
は
、
改
め
て
核
兵
器
が

戦
争
の
抑
止
力
で
も
安
全

の
保
障
で
も
な
く
核
兵
器

を
持
つ
国
の
戦
争
の
手
段

で
あ
る
こ
と
は
、
は
っ
き

り
と
示
し
て
い
る
。

　
東
ア
ジ
ア
で
も
、
北
朝

鮮
の
核
開
発
や
ミ
サ
イ
ル

発
射
、
米
韓
の
軍
事
演
習

が
繰
り
返
さ
れ
、
台
湾
海

峡
を
巡
る
米
中
の
緊
張
も

続
い
て
い
る
。
国
連
憲
章

に
基
づ
く
平
和
秩
序
の
回

復
と
核
兵
器
禁
止
条
約
に

よ
る
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条

約
に
署
名
・
批
准
す
る
日

本
政
府
を
つ
く
る
た
め
の

世
論
づ
く
り
に
は
、
被
爆

の
実
相
を
広
く
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
町
主
催
で
、
原
爆
写
真

展
を
開
催
し
て
は
。

町
長
　
日
本
は
、
世
界
で

唯
一
の
原
爆
被
爆
国
で
あ

り
、
原
子
爆
弾
の
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で

ご
冥
福
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
な
お
苦
し
ん

で
お
ら
れ
る
原
爆
被
爆
者

の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
。　

　

現
在
も
長
期
化
す
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ

エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢

の
悪
化
な
ど
、
海
外
に
お

け
る
緊
張
に
よ
り
、
罪
も

な
い
多
く
の
人
々
の
命
や

日
常
生
活
が
奪
わ
れ
て
い

る
。

　

最
終
手
段
で
あ
る
核
兵

器
の
使
用
は
、
絶
対
に
回

避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
危
機
感
を
覚
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
に
、
広
島
県

の
平
和
記
念
公
園
資
料
館

を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、

象
徴
で
あ
る
原
爆
ド
ー
ム

を
は
じ
め
、
原
爆
の
悲
惨

さ
を
伝
え
る
数
々
の
資
料

や
展
示
物
を
目
の
当
た
り

に
し
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

こ
と
を
後
世
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

毎
年
、
核
兵
器
も
戦
争

も
な
い
平
和
な
世
界
を
求

め
て
、
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
が
行
わ
れ
て

お
り
、
本
町
に
来
訪
の
際

に
は
、
で
き
る
範
囲
で
の

支
援
と
協
力
を
し
て
い

る
。

　

終
戦
80
年
の
節
目
と
な

る
令
和
７
年
度
に
原
爆
写

真
展
の
開
催
を
検
討
し
た

い
。

伊
い

藤
とう

　千
せんさく

作	議員
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発　議

発言の取消しの件※
※�令和６年３月定例会における伊藤千作議員の発言について、会議録136ページ７行目から30
行目までを取消したい旨の申し出がありました。
　�既に閉会した会議における発言であるため、当該会議の会議録からは削除できませんが、
議会が許可したため、事実上の発言取消しが認められました。

報　告
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定に関する件）
専決処分の報告について（令和６年度三種町一般会計補正予算）
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定に関する件）

単　行

工事請負契約の締結について（三種町立統合中学校校舎棟等建築工事） 原案可決
工事請負契約の締結について（三種町立統合中学校校舎棟等電気設備工事） 原案可決
工事請負契約の締結について（三種町立統合中学校校舎棟等機械設備工事） 原案可決
工事請負契約の締結について（三種町立統合中学校グラウンド整備・法面保護工事） 原案可決
工事請負契約の締結について（三種町立統合中学校テニスコート・駐車場整備工事） 原案可決
財産の取得について（小型動力ポンプ付積載車） 原案可決
財産の取得について（消防団用防火衣） 原案可決
財産の取得について（三種川監視カメラ） 原案可決

臨回３第 時 会令和６年
期日　令和６年８月23日（金）

◆
秋
田
県
町
村
議
会

議
員
研
修
会

　

研
修
会
の
第
一
部
で
は
「
今
後
の
政
局
・
政

治
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
大
学
名
誉
教
授

岩
井
奉
信
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

解
散
総
選
挙
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て

の
、
９
月
の
各
党
代
表
選
や
、
裏
金
問
題
を
受

け
て
も
高
ま
ら
な
い
政
界
の
熱
量
な
ど
、
直
近

の
政
局
に
つ
い
て
ご
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

後
半
は
「
防
災
Ｄ
Ｘ
」
を
テ
ー
マ
に
、
関
西

大
学
教
授　

永
田
尚
三
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
地
方
自
治
体
が
導
入
で
き
る
「
防
災
Ｄ
Ｘ
」

は
実
用
化
さ
れ
る
ま
で
数
年
か
か
る
と
の
こ
と

だ
が
、
人
口
減
少
等
「
Ｄ
Ｘ
」
で
解
決
す
べ
き

課
題
や
、
シ
ス
テ
ム
の
開
発
状
況
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

（
森
山　

大
輔　

記
）

◆
秋
田
県
町
村
議
会

広
報
研
修
会

　

講
師
と
し
て
、
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
芳

野
政
明
氏
を
招
き
、「
住
民
に
読
ま
れ
、
伝
わ
り
、

議
会
の
見
え
る
化
へ
―
議
会
広
報
の
基
本
と
編

集
―
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
各
町
村
の
広
報
誌
を
基
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
参
考
に
な
っ
た
。

　

今
後
の
広
報
誌
の
作
成
に
あ
た
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
目
標
を
持
っ
て
編
集
活
動
を
す
る
こ

と
、
住
民
の
関
心
や
知
り
た
い
テ
ー
マ
な
ど
を
、

よ
り
深
く
調
査
・
探
究
し
て
、み
ん
な
に
読
ま
れ
、

親
し
ま
れ
、
尚
且
つ
役
に
立
つ
議
会
だ
よ
り
を
、

皆
様
に
お
届
け
し
た
い
。

（
児
玉　

儀
広　

記
）

7/19　市町村会館で開催された研修会へ参加
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農
家
の
皆
様
は
、
収
穫
を
終
え
、

一
安
心
し
て
い
る
頃
だ
と
思
い
ま

す
。
昨
年
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
米
の

品
質
が
低
下
し
ま
し
た
が
、今
年
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
品
質
は
良
好
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
産
の
米
価
は
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
生
産
者
に
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
が
、
消
費
者
に
及
ぼ
す
影

響
は
大
き
い
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
農
業
情
勢
は
厳
し
く
、

地
域
農
業
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
す

る
に
は
安
定
的
な
生
産
が
必
要
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の

で
、
体
調
に
は
十
分
留
意
さ
れ
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

遠
藤
　
勝
昭
　
記

広
報
広
聴
委
員
会

　
委
員
長
　
三
　
村
　
　
　
眞

　
副
委
員
長
　
遠
　
藤
　
勝
　
昭

　
委
　
　
員
　
畠
　
山
　
勝
　
巳

　
　
〃
　
　
荒
　
谷
　
要
　
伸

　
　
〃
　
　
児
　
玉
　
儀
　
広

　
　
〃
　
　
森
　
山
　
大
　
輔

編
　
集

編
集
後
記

琴丘小学校６年生の声

「三種町のおいしいもの」テーマ

⃝�うどんからシイタケの風味が感じられるシイタケうどん。
⃝新米で作るだまこ鍋。鍋の汁がしみ込んでおいしい。
⃝じゅんさい鍋。ぬるぬるして食べやすい。
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